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安
倍
政
権
に
追
随
す
る

配
偶
者
扶
養
手
当
半
減

現
給
保
障
中
の
職
員
に

は
「
絵
に
描
い
た
餅
」

ボーナス支給月数の他県との比較

国
家
公
務
員
・
他
県
と
の
賃
金
格
差
ま
す
ま
す
拡
大

２
０
１
６
人
事
委
員
会
勧
告
出
る

　

県
人
事
委
員
会
は
10
月
11
日
、
県
議
会
と
県
に
対
し
２
０
１
６
年

度
の
県
職
員
の
給
与
等
の
報
告
及
び
勧
告
を
発
表
し
ま
し
た
。
内
容

は
、
月
例
給
を
５
８
２
円
引
き
上
げ
、
ボ
ー
ナ
ス
を
０
．
０
５
月

引
き
上
げ
る
と
す
る
「
微
増
」
の
３
年
連
続
と
な
る
ベ
ー
ス
ア
ッ

プ
を
勧
告
す
る
一
方
で
、
配
偶
者
に
係
る
扶
養
手
当
を
段
階
的
に

半
減
す
る
と
同
時
に
、
子
に
係
る
扶
養
手
当
は
６
５
０
０
円
か
ら

１
０
０
０
０
円
に
段
階
的
に
増
額
す
る
と
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
人

事
院
が
勧
告
し
た
介
護
休
暇
の
分
割
取
得
や
介
護
の
た
め
の
部
分
休

業
等
に
つ
い
て
は
、
国
家
公
務
員
に
準
じ
た
扱
い
を
行
う
よ
う
求
め

て
い
ま
す
。
長
時
間
労
働
の
解
消
に
関
し
て
は
「
取
り
組
み
を
一
層

進
め
る
必
要
が
あ
る
」
と
し
な
が
ら
も
具
体
的
な
方
策
が
示
さ
れ
ま

せ
ん
で
し
た
。
臨
時
職
員
の
待
遇
に
関
し
て
は
全
く
触
れ
ら
れ
て
い

ま
せ
ん
。
今
後
、
こ
れ
を
も
と
に
県
教
委
か
ら
職
員
組
合
に
対
し
て

提
示
が
行
わ
れ
、
今
年
度
の
賃
金
確
定
交
渉
が
開
始
さ
れ
ま
す
。

　

人
事
委
員
会
は
、
今
年
の
民

間
と
の
賃
金
差
が
５
８
２
円
で

あ
っ
た
と
し
て
給
料
表
を
改
訂

し
て
①
初
任
層
を
１
５
０
０
円

程
度
、
そ
の
他
を
４
０
０
円
程

度
引
き
上
げ
、
②
ボ
ー
ナ
ス
を

０
．
０
５
月
引
き
上
げ
年
間

４
．
０
５
月
と
す
る
と
し
て
い

ま
す
。

　

３
年
連
続
の
引
き
上
げ
で
は

あ
り
ま
す
が
、
職
員
の
生
活
実

態
を
反
映
し
な
い
極
め
て
不
十

分
な
引
き
上
げ
幅
で
す
。
初
任

層
以
外
は
わ
ず
か
４
０
０
円
の

昇
給
で
す
が
、「
給
与
制
度
見

直
し
」
に
よ
る
現
給
保
障
中
の

多
く
の
職
員
に
と
っ
て
は
実
支

ボ
ー
ナ
ス
支
給
月
数
は

東
北
最
低
４
．
０
５
月

ボーナス支給月数の推移

　

ボ
ー
ナ
ス
に
関
し
て
は
、０
．

０
５
月
を
引
き
上
げ
４
．
０
５

月
を
支
給
す
る
と
し
て
い
ま
す

が
、
国
家
公
務
員
や
東
北
北
海

道
と
比
較
す
る
と
支
給
月
数
が

最
低
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、
上

げ
幅
が
小
さ
い
た
め
、
そ
の
差

は
昨
年
よ
り
さ
ら
に
拡
大
し
ま

し
た
。
結
果
と
し
て
、
地
域
格

差
を
行
政
自
ら
作
り
出
し
て
い

る
形
で
、
青
森
県
の
人
口
流
出

が
大
き
な
問
題
と
な
っ
て
い
る

中
で
、
人
口
流
出
を
さ
ら
に
加

速
さ
せ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

人
事
委
員
会
は
、
人
事
院
に

追
随
し
て
根
拠
も
な
く
、
配

偶
者
手
当
て
を
半
減
す
る
よ

う
勧
告
し
ま
し
た
。
現
行
の

１
万
３
０
０
０
円
を
２
年
間
で

段
階
的
に
６
５
０
０
円
に
半
減

す
る
と
い
う
も
の
で
す
。
こ
れ

は
、安
倍
政
権
が
掲
げ
る「
１
億

総
活
躍
社
会
」
や
「
働
き
方
改

革
」
を
反
映
し
た
も
の
で
、
扶

養
手
当
て
や
扶
養
控
除
を
改
悪

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
家
計
を
追

い
込
み
、
女
性
を
安
価
な
労
働

力
と
し
て
活
用
し
よ
う
と
い
う

姿
勢
は
批
判
さ
れ
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
人
事
院
や

人
事
委
員
会
が
政
権
の
政
策
に

追
随
す
る
こ
と
も
本
末
転
倒
で

配偶者の扶養手当の段階的減額

す
。
勧
告
で
は
さ
ら
に
、
削
減

さ
れ
た
手
当
て
を
原
資
に
し
て

子
に
係
る
扶
養
手
当
を
現
行
の

６
５
０
０
円
か
ら
１
万
円
に
段

子の扶養手当の段階的増額

階
的
に
増
額
す
る
と
し
て
い
ま

す
。
一
方
で
、
配
偶
者
が
い
な

い
場
合
の
扶
養
家
族
へ
の
増
額

の
特
例
は
廃
止
す
る
と
し
て
い

臨
時
職
員
の
待
遇
改
善

に
は
一
切
触
れ
ず

　

昨
年
は「
報
告
」の
中
で
、「
臨

時
・
非
常
勤
職
員
の
任
用
、
給

与
等
に
つ
い
て
は
（
中
略
）
勤

務
内
容
に
応
じ
た
任
用
形
態
や

勤
務
条
件
と
な
る
よ
う
努
め
る

必
要
が
あ
る
」
と
の
記
述
が
あ

り
、
県
内
の
臨
時
教
職
員
運
動

を
大
き
く
励
ま
し
ま
し
た
。
し

か
し
、
今
年
は
一
転
、
一
切
記

述
さ
れ
ず
、
県
内
で
不
安
定
な

身
分
で
働
く
１
５
０
０
人
の
臨

時
教
職
員
に
背
を
む
け
る
こ
と

に
な
っ
た
こ
と
は
非
常
に
遺
憾

で
す
。

育
児
休
暇
・
介
護
休
暇

の
改
善

　

人
事
院
が
、
今
年
３
月
に
民

間
労
働
者
の
た
め
の
法
律
が
改

正
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
て
、
公

務
員
の
育
児
や
介
護
の
法
律
や

規
則
を
改
正
す
る
と
し
て
い
ま

す
。
青
森
県
も
現
行
１
回
だ
け

と
さ
れ
て
い
る
介
護
休
暇
を
３

回
ま
で
分
割
可
能
と
し
、
新
た

に
「
介
護
時
間
」
と
い
う
制
度

を
新
設
し
、
最
長
３
年
、
１
日

２
時
間
ま
で
勤
務
し
な
い
こ
と

を
認
め
る
な
ど
制
度
改
正
を
行

う
よ
う
求
め
て
い
ま
す
。

給
額
が
変
わ
ら
な
い
こ
と
に
な

り
、
生
活
の
改
善
に
繋
が
ら
な

い
ま
さ
に
「
絵
に
描
い
た
餅
」

で
す
。

ま
す
。
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県
教
委
は
８
月
３
日
、「
青

森
県
立
高
等
学
校
教
育
改
革
推

進
計
画
」（
以
下
、「
推
進
計

画
」）
を
発
表
し
、９
月
に
「
第

１
回
地
区
意
見
交
換
会
」
を
行

い
ま
し
た
。
今
後
さ
ら
に
、
11

月
に
第
２
回
、
１
月
に
第
３
回

の
地
区
意
見
交
換
会
を
行
い
、

そ
れ
を
も
と
に
第
１
期
実
施
計

画（
２
０
１
８
〜
２
０
２
２
年
）

を
作
成
す
る
予
定
で
す
。

際限のない椅子取りゲームの始まり
県立高等学校教育改革推進計画を批判する
重点校（６校）

難関大学受験やグローバル教育、理数教育などの「中核的役割」
を担う高校
※学校規模の標準：１学年当たり、それぞれ６学級以上

①青森、②弘前、③八戸、
④五所川原、⑤三本木、
⑥田名部

拠点校（６校）
各地区の産業構造や産業振興の方向性を踏まえた ｢職業教育｣ を
展開する高校
※学校規模の標準：１学年当たり、それぞれ４学級以上

①青森工業、②青森商業、
③弘前工業、④八戸工業、
⑤五所川原農林、⑥三本
木農業

地域校（６校）

通学困難地域に配慮して統廃合の対象としない高校
※ただし、①１学年「２学級規模」の学校で入学者数が２年連続
して４０人以下となった場合、１学級減とする。）②１学年 ｢１学
級規模｣ の学校は、募集人員に対する入学者数の割合が２年連続
して ｢２分の１未満｣ となった場合、募集停止に向けた検討を始
める

①青北今別校舎、②木造
深浦校舎、③中里、④六ヶ
所、⑤大間、⑥田子

基本となる学校（３９校）重点校・拠点校・地域校以外の３９校
※学校規模：１学年４学級以上 省　略

　
「
推
進
計
画
」
で
は
、
全
日

制
57
校
を
①
重
点
校
・
②
拠
点

校
・
③
地
域
校
・
④
基
本
と
な

る
学
校
の
４
つ
の
パ
タ
ー
ン
に

分
け
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
よ
っ

て
県
内
の
高
校
は
①
～
③
の
存

続
候
補
校
18
校
と
④
の
統
廃
合

対
象
検
討
校
39
校
に
２
分
さ
れ

ま
し
た
。
存
続
候
補
校
18
校
は

は
競
争
か
ら
「
勝
ち
抜
け
」
た

格
好
で
す
が
、
①
②
の
学
校
で

は
校
内
で
生
徒
が
競
争
で
き
る

よ
う
な
学
校
規
模
が
維
持
さ
れ

ま
す
。
一
方
で
そ
れ
以
外
の
学

校
は
、
生
徒
が
減
少
し
定
員
を

満
た
さ
な
く
な
っ
た
場
合
、
統

廃
合
の
対
象
に
な
り
ま
す
。
今

後
、
こ
の
39
校
に
よ
っ
て
、
際

限
の
な
い
椅
子
取
り
ゲ
ー
ム
が

行
わ
れ
ま
す
。
前
回
の
計
画
に

比
べ
「
切
磋
琢
磨
」
な
ど
の
露

骨
な
表
現
は
な
く
な
っ
た
も
の

の
、
底
流
に
は
競
争
の
教
育
、

安
上
が
り
の
教
育
の
姿
勢
が
貫

か
れ
て
い
ま
す
。

　

重
点
校
は
各
地
区
に
１
校
、

拠
点
校
は
工
業
高
校
３
校
、
農

業
高
校
２
校
、
商
業
高
校
に

至
っ
て
は
県
内
に
１
校
だ
け
と

な
っ
て
い
ま
す
。
も
し
、
郡
部

地
域
に
工
業
や
農
業
、
商
業
を

学
び
た
い
と
い
う
生
徒
が
い
た

場
合
、
そ
の
生
徒
と
保
護
者
は

非
常
に
大
き
な
犠
牲
を
払
う
こ

と
に
な
り
ま
す
。
小
中
学
校
が

統
廃
合
す
る
場
合
、
ほ
と
ん
ど

の
場
合
、
設
置
自
治
体
が
ス

ク
ー
ル
バ
ス
等
を
配
置
し
ま

す
。
こ
れ
に
対
し
て
県
立
高
校

の
「
推
進
計
画
」
で
は
、「
オ
ー

ル
青
森
」
と
言
い
な
が
ら
、
行

政
に
よ
る
通
学
の
援
助
等
に
は

何
も
触
れ
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。

イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教
育
の

視
点
の
欠
如

　
「
推
進
計
画
」
で
は
障
害
の

あ
る
生
徒
と
一
般
の
生
徒
が
と

も
に
学
ぶ
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教

育
の
視
点
が
抜
け
落
ち
て
い
ま

す
。
青
森
県
で
は
特
別
支
援
学

校
の
高
等
部
の
生
徒
数
が
急
増

し
て
い
ま
す
。
今
年
、
特
別
支

援
学
校
の
高
等
部
の
３
年
生
に

在
学
し
て
い
る
生
徒
は
２
７
８

人
で
す
が
、
こ
の
学
年
の
生
徒

が
中
等
部
の
１
年
生
の
時
は

１
２
６
人
で
し
た
。
６
年
間
で

２
．
２
倍
に
増
え
た
こ
と
に
な

り
ま
す
。
こ
れ
は
、
小
学
校
や

中
学
校
で
は
健
常
者
と
一
緒
に

学
ぶ
こ
と
が
で
き
た
生
徒
が
、

高
校
教
育
か
ら
は
排
除
さ
れ
て

い
る
結
果
で
す
。
社
会
に
役
立

つ
「
人
材
」
育
成
の
視
点
ば
か

り
が
強
調
さ
れ
、
生
徒
の
学
ぶ

権
利
を
保
障
す
る
視
点
が
お
ろ

そ
か
に
な
っ
て
い
ま
す
。

適
格
者
主
義
と

教
育
を
受
け
る
権
利

　

さ
ま
ざ
ま
な
理
由
で
入
試
で

あ
ま
り
点
数
が
取
れ
な
い
生
徒

た
ち
は
私
立
高
校
や
定
時
制
、

通
信
制
に
行
く
傾
向
が
あ
り
ま

す
。
全
日
制
高
校
で
勉
強
は
し

た
い
け
ど
受
験
で
点
数
が
取
れ

な
い
生
徒
に
対
し
て
、
県
立
高

校
は
非
常
に
冷
淡
で
す
。
そ
れ

は
高
校
入
試
制
度
が
適
格
者
主

義
の
上
に
成
り
立
っ
て
い
る
か

ら
で
す
。
し
か
し
、憲
法
は「
す

べ
て
国
民
は
、
法
律
の
定
め
る

と
こ
ろ
に
よ
り
、
そ
の
能
力
に

応
じ
て
、
ひ
と
し
く
教
育
を
受

け
る
権
利
を
有
す
る
。」（
26
条

第
１
項
）
と
し
て
無
条
件
に
全

て
の
国
民
に
教
育
を
受
け
る
権

利
を
保
障
し
て
い
ま
す
。

正
規
教
員
の
配
置
を

　
「
推
進
計
画
」
で
は
「
教
育

活
動
の
充
実
に
向
け
た
取
り
組

み
」
と
し
て
教
員
の
「
研
修
の

充
実
」
や
「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
」

が
強
調
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

教
員
の
資
質
向
上
に
関
し
て

は
、
研
修
以
前
に
臨
時
教
職
員

の
異
常
な
多
さ
が
問
題
で
す
。

２
０
１
４
年
の
青
森
県
の
全
教

員
に
占
め
る
正
規
教
員
の
割
合

は
８
０
．
８
％
で
、
47
都
道
府

県
中
46
位
の
低
さ
で
し
た
。
実

に
５
人
に
１
人
が
臨
時
教
職
員

で
す
。
臨
時
教
職
員
は
身
分
が

不
安
定
で
、
専
門
性
に
対
す
る

配
慮
や
研
修
の
機
会
が
不
十
分

な
た
め
、
資
質
向
上
の
面
で
課

題
が
あ
り
ま
す
。
教
員
の
資
質

向
上
を
目
指
す
の
で
あ
れ
ば
、

臨
時
教
職
員
を
減
ら
し
正
規
教

員
を
配
置
す
べ
き
で
す
。ま
た
、

Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
云
々
よ
り
前
に
、

教
室
に
モ
ニ
タ
ー
す
ら
な
い
状

況
を
改
善
す
べ
き
で
す
。
小
中

学
校
よ
り
も
遅
れ
て
い
ま
す
。

競
争
と
安
上
が
り
教
育

父
母
負
担
の
増
加

　

学
校
教
育
は
少
人
数
で
手
厚

く
行
わ
れ
た
方
が
教
育
効
果

が
高
い
こ
と
は
自
明
な
事
で

す
。
ま
た
、
生
徒
や
保
護
者
に

と
っ
て
は
近
く
に
学
校
が
あ
っ

た
方
が
い
い
に
決
ま
っ
て
い
ま

す
。
生
徒
が
急
減
す
る
の
で
あ

れ
ば
、
各
地
域
の
学
校
を
少
人

数
・
小
規
模
校
化
し
、
手
厚
い

教
育
を
実
現
す
る
チ
ャ
ン
ス
な

の
に
、
そ
れ
と
は
逆
の
方
向

に
「
推
進
計
画
」
が
向
か
っ
て

い
る
事
は
非
常
に
残
念
で
す
。

今
回
の　
「
推
進
計
画
」
で
は

「
オ
ー
ル
青
森
」
が
強
調
さ
れ

て
い
ま
す
。「
県
が
一
丸
と
な
っ

て
高
校
教
育
を
推
進
」
と
あ
り

ま
す
が
、
ど
う
や
ら
「
一
丸
」

と
な
っ
て
頑
張
る
の
は
行
政
で

は
な
く
、
生
徒
と
保
護
者
と
教

職
員
だ
け
の
よ
う
で
す
。

「
オ
ー
ル
青
森
」
と
は




